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報 文

サイパンにおける水資源保全

三 輪 信 哉*

(大阪学院大学国際学部)

1.はじめに

昨年,-ワイ大学で8か月間の研修の機会を

いただき,私をお世話下さったハワイ大水資源

研究所教授ヒロシ･ヤマウチ博士から,サイパ

ン島を対象に,島しょの経済発展と環境および

資源の保全をテーマに共同研究をしないかとの

お誘いをうけ,ハワイ大学側から4名,日本側

から2名の研究者の参加による共同研究をおこ

なうことになった.

サイパン島は後述のように,急速に経済成長

をとげている島である.ゆえに,太平洋のすべ

ての島に,これから述べるような水資源の現状

の分析とそれにもとづく提案を一般化して適用
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サイパンにおける水資源保全

できるわけではない.しかし水資源は島の生活

や経済の基礎となるものであり,他の資源は水

資源の基盤があってはじめて有効に活用できる

ものも少なくなく,島しょの発展を考えるとき

に,その鍵をにぎる重要な要因であり,島の開

発を考える上での好例であると考え,ここに報

告する.なお詳細な数値にもとづく検討は別途

報告の予定である1).

2.サイパン島の概要

サイパン島はミクロネシアの中程にあり,

テニアン島,ロタ島等の島じまを含めて,CN
M I (Commonwealth of the Northern
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図1 サイパンの位置

*〒564 吹田市岸都南 2-36-1
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MarianaIslands,北マリアナ諸島コモンウェ

ルス)を形成 している.面積123k適の小島で,

標高473mの山があり,また大きくリーフの免､

達した熱帯の島である.降雨は年2039mmで,寡

の雨期と冬の乾期にわかれ,気温は一年をとお

して変化なく平均28度である.島は小笠原諸島

につらなる島々の南端に位置し,その最南端が

グアム島である.人口は居住者が約 2万人,ま

た短期のアジア諸国からの労働者が 2万人と,

合計4万人はどの島である.現在はアメリカ合

衆国の統治下にあり,政治的にもまた文化的に

もアメリカの影響が色濃い.しかし東京から空

路では約 3時間,またフィリピンからも近 く,

アジアと極めて関係の深い島である (図 1,図

2).

太平洋の孤島であるにもかかわらず周辺の諸

国との関係もあって,地政的にも,また経済 ･

文化的にも様々な面で他国の影響を受ける.磨

史的には,サイパンはさまざまな国の統治を受

けてきた.もともと島にはチャモロ族の人々が

居住していたが,16世紀半ばからスペインの統

治下におかれ,長年にわたり,島外退去を命 じ

られていた.その後, ドイツがスペインより購

入してその支配下におかれ,また第 1次世界大

戦後は日本の委任統治領となった.そして沖縄

の歴史にも比肩しうる,サイパン島玉砕があっ

て,アメリカの信託統治となった.その後,ア

メリカ政府からコモンウェルスの立場を獲得し,

1978年よりCNMIとして現在に至っている.

コモンウェルスとは聞きなれない言葉ではあ

るが,コブナント (Covenant)と呼ばれる合

衆国との盟約に基づき,アメリカとの関係,立

場が定められている.アメリカからは経済的に

様々な援助を受けるかわりに,アメリカの自治

領としての立場をのむというものである.準州

であるグアムよりもさらに経済援助の率が高く,

また知事はアメリカの影響なく,島民自らが選

出できるために,近隣のグアムでは,州となる

ことを望むよりも,コモンウェルスの立場を求

める声もあるほどである.コブナントの存在,

南方資源利用技術研究会誌

図2 サイパン島

コモンウェルスとしての立場がCNMIの発展

を大変興味深いものにしている.

3.経済成長

サイパン経済は,急激に成長しつつある.ひ

とつには,日本からの距離である.すなわち,

日本から見れば,グアムにならんで手頃な位置

にある外国であり,熱帯の島,サンゴの島とし

てリゾートのポテンシャルは高く,日本企業の

資本によるホテルが30近くたち並んでいる.年

間20万人の観光客の内,ほとんどが日本人観光

客である.

またコブナントに基づく関税優遇措置によっ

て縫製業も第二の産業である.すなわち台湾,

韓国より短期の低賃金労働者を導入し,またこ

れらの国から安価な生地を仕入れて,加工,縫

製し,税金が課されることなくアメリカ合衆国

へ移出するのである.熱帯の島で,全作業工程

-8-



Vol.7 日0.11991

を連続的に配した長い鰻の寝床のような工場で

400人程の髪の黒い韓国,台湾の若い労働者の

働く工場のさまは圧巻であり,また異様な光景

にも感じられた.人口はこの数年極めて急激な

速度で増大しているが,その内の半数が外国人

労働者によって占められるのである.

ひとっの小さな島で,人種が職業や資本,産

業分野に応じて別れているのは興味深い.ホテ

ルやその他のサービス業にはフィリピンの若い

労働者が,そして公共機関には地元のチャモロ

の人々が働いている.消費生活がアメリカ本土

なみで,安定した生活を維持するためにも,公

共機関は地元民に対して重要な職の場を提供し

ている.

沖縄の特別復帰措置を想像するとよいが,コ

ブナントに基づき,サイパン政府は7か年計画

を合衆国に提示し,それにもとづく公共事業に

対して合衆国は多額の資金援助をおこなう.従っ

て,ワシントンで行われる公聴会で,どのよう

に予算を引き出すかが,税収の限られるサイパ

ン政府にとって極めて重要な課題となる.

急激な民間資本の流入による経済成長に対し

て,水道,電力,下水道,電気などの社会資本

の整備が追いっかず,各所でさまざまな問題を

もたらしており,その中でも水供給は最大の課

題である.合衆国の補助だけでは社会資本の整

備がまにあわず,日本政府に対する期待は大き

い.

4.サイパンの水資源の現状

サイパンの水資源の現状には極めて厳しいも

のがある. 1988年にサイパ ン政府は報告書

(WaterReport1988)を出した2).これはサ

イパンの係わる水資源問題の所在を明確にし,

抜本的な対策をはかるために,住民参加の公聴

会を数度おこない,その結果や資料をもとに,

実体をつぶさに記述したものである.その中で,

政府の水道担当者と地域住民との激しいやりと

りが記述されているが,前副知事のピート･テ

ノリオ氏がハワイ大学での講演会で ｢水戦争｣

サイパンにおける水資源保全

とよんだごとく,サイパンの人々の生活を脅か

す問題である.日給水量は600万ガロン (2万

3千m3)で,現在の人口からすれば充分な量で

あるが,水道の漏水率が50から60%とも言われ,

半分近くが送水の過程で失われる.現地での聞

き取り調査によれば,家庭では一日数時間の給

水を受けるために蛇口を開放にしておき,受水

タンクにためておく.供給の状態も地域差が大

きく,高台など水道管の圧力の低い地域では,

一日数時間の給水時間帯にも水が供給されてい

ない実態が報告されている.この報告書を受け

て,1990年より知事となったLorenzoL.Guerrero

氏は水問題をどのように解決してゆくかが島の

発展の鍵をにぎるとの認識から,水光熱供給を

職務 とするCUC (Comm onwealth Utility

Corporation)の大幅な機構改革をはかった.

新たにCUCの長となったRamonS.Guerrero

氏 はUSGS (United States Geological

Survey)や内務省の研究員,技術者の援助を

受けて様々な戦略を実行に移している.すなわ

ち,CUCはつぎの各点に重点をおいた水資源

政策をとっている.(丑古い水道管を置き換える,

②各戸にメーターを取り付け,使用料金を明確

にして節水意識を高める,③水道管網を整備し

て供給水量を全地域で一定のものとできるよう

にする,④現在ある60本近い井戸のリ-ビリ

を行い取水能力を増す,⑤新規の良質の地下水

を発掘する,である.

今のところ,漏水率の大幅な改善はみられな

いが,着実に予算を獲得し,事業が展開されて

おり,水量の確保には改善の兆しが見えはじめ

ている.そして現在では政府の目的は地下水の

水量の確保から水質の確保に移ってきており,

知事も積極的に飲料可能な水の供給に取り組む

よう,検討している.

5.水質源の水量と水質の管理

政府は上記の政策を達成すれば水量的のみな

らず水質的にも問題は解決できるとの見方をし

ている.すなわち,新しく開発した良質の地下
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水を,現在,取水されている低質の地下水と混

合して水質を改善するというものである.

太平洋の多くの島々がそうであるようにサイ

パン島は火山性の基盤岩をサンゴ礁がとりまき,

覆っている.それゆえ,サイパン島に存在する

地下水は2種類にわけられる.すなわち海水の

侵入を許さない標高の高い位置に存在する高質

の地下水と,そして石灰岩中の海水上に薄く存

在するレンズ状の淡水である.前者の場合には

塩分濃度が20から40ppmで良質である.後者の

水質は井戸によって様々だが数百から数千ppm

の濃度で,しかも過剰取水によって容易に塩分

濃度が上がる.そして現在用いられている水道

水源井はほとんどが後者に属し,これらの井戸

の水質を平均した水道供給の水質は800ppmを

越える (図3).ちなみに不快感を覚えずに飲

料可能な塩分濃度の限界は300ppmとされてい

る.

サイパン政府は良質の地下水と低質の地下水

図3 サイパンの地下水井戸群と塩分濃度

南方資源利用技術研究会誌

を混合することによって水道水の供給水質を改

善し,飲料可能なものにしようと検討している

が,表流水の開発 (具体的には唯一のめぼしい

表流水であるTalufofo川の開発),山域にあ

る未開発の良質の地下水の開発により,可能と

している.将来どの程度の水質の水道水を供給

できるかには,不確実な要因が多くのこる.

(かどの程度の良質の地下水が開発できるか.

これについては幾つかの見解がある.現地で地

下水開発調査を続けているUSGSのJ.Hoffman

によれば将来300ppm程度の水道水水質の確保

は可能であるという.また日本の大手の建設会

社の地質調査の専門家の見解では全ての需要を

補って余りある良質の地下水の開発が可能であ

るとしている,これらについては今後の開発調

査を持たねばならない.良質の地下水を開発す

るには時間を要するであろう.また降雨量によっ

て低質の地下水の水質は容易に変動する｡

②漏水率はどの程度改善できるか.改善する

とこれまでの地下水取水量で十分需要をまかな

えるとする見方もある.これについても今しば

らく改善に時間を要するであろうし,また日本

のように漏水対策技術の進んだ国でも10から20

%の漏水率は普通であり,サイパンでどの程度

の改善が見られるかは課題である.

③需要が増大しないか.実際にはどの程度の

需要があるのかは現在のところ定かではないが,

給水状況が極めて不安定な中で,需要がおさえ

られていると考えられる.自己水源を利用して

いるホテルなども経費の節減の要求は高く,安

価な水道水による供給を望むため,今後も大巾

な需要の増大が考えられる.また家庭での消費

量は生活レベルの向上に関係しているため今後

とも増大するだろう.

単純な計算によれば,現在の水質の水道水に

良質の地下水を混合して飲料可能なものとする

ためには,良質の地下水を現在の取水量の6倍,

新規に取水する必要がある.低質の地下水につ

いては,現在でもすでに過剰取水ぎみである.
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6.今後の政策

沖縄の水資源問題から学んだことがらは,覗

在の水道休系は需要を制御する方途をもたず,

むしろ需要の増大に対して供給側がっねに後追

いで満たそうとの努力をおこなうが,水資源の

限界から,高度に整備された都市水道も渇水の

危横からはのがれられないというものであっ

た3).この構造はサイパンのような小さな地域

にもあてはまる.すなわち,快適に利用できる

水道体系を整備しようとすると,無放縦な利用

をまねき,供給量を増大させなければならなく

なるが,このことが地下水の過剰取水をまねき,

結果として,地下水の塩分濃度が上昇するとい

うシナリオである.これまでの地下水開発の歴

史をみても,供給が人口増大をあとおう形で開

発されてきていることがわかる (図4).

前述のように場合によっては,海水の侵入の

影響のない良質の地下水が将来大量に兄いださ

れるかもしれない.そのような未知の状況が一

挙に状況を改善する可能性があるかも知れない

が,少なくともこの数年 30

間は現状の水質でがまん

せねばならない状況が続

くと考えられる.

ここで二つのタイプの

水資源政策が考えられる.

すなわち,(1トー元的 ･資

源浪費的水資源システム

と,(2)多元的 ･資源保全

的水資源 システムであ

る.

前者は現状の需要の増

大を満たすためにさらに

地下水を開発する方向で

ある (図 5).今一つは

これ以上の取水量の増大

を停止させるか,逆に減

少させるものである.従っ

て取水量を現状のままで

維持させるかもしくは減
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少させるので,低質の地下水の水質は保全され

る.前者の政策では無放縦水利用をまねき,政

府はさらに追加的な水資源開発を余儀なくされ

るであろう.また地下水は現状の井戸を主な水

源とするかぎり塩分濃度は上昇するだろう.後

者の政策では家庭,事業所,公共機関で雨水の

利用,水道水の利用を行う (図6).そして飲

料水にはボトル水を供給する.また現行どおり,

ホテルでは自己水源による利用水,水循環をお

こなう.また節水教育をおこなう.以上のさま

ざまな手法によって,取水量を制限することに

より,将来の地下水の保全を図ろうとするもの

である.

財政的な基盤が弱いこのような島にあっては,

生活や産業の基盤となる社会資本整備に多額の

税金を投入し,技術的に水準が高く,管理者に

も利用者にも高度の知識や行動,技術を要する

システムを維持することは,必ずしも容易なこ

とではない.雨量によっても,また取水量によっ

ても水質の変勤しやすい地下水を飲料として利
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用をめざすよりも,それを雑用として利用 し,

加えて飲料水については,良質で安価なボトル

水を供給する二元的な供給が望ましいといえる.

ボトル水には漏水はありえない.

7.おわりに

島しょの水資源供給を考えるときには,自然

の条件だけでなく,社会,経済,制度などさま

ざまな条件を考慮したうえで,資源が永続的に

利用できるような,水の供給,利用の方法まで

ふくめたシステムを形成してゆくことが重要で

あり,その場合に,上記のような多元的なシス

テムの形成がこのような地域にとってはより合

理的であると結論づけることができよう.それ

が島の持続可能な発展の基礎であると考える.

今回の調査では多くの方々にお世話になった.

とりわけ長期研修の機会をお

許しくださった,森田大教授

はじめ,工学部の諸先生に心

より謝意を申し上げる次第で

ある.

また現地ではゲレロ知事を

始め多くのサイパン政肘の方 ,々

cUcめ方々に多大なご援助

をいただいた.さらに観光協

会,縫製工場組合にはアンケー

南方資源利用技術研究会誌

トや聞き取り調査で大変お世話になった.

最後に今回の調査を可能にしてぐださったフ

ルブライト･スカラシップ,合衆国内務省地質

調査所,ハワイ大学水資源研究所,ハワイ大学

農学部農業経済学科の各横臥 ならびに機関の

皆様に心より感謝する次第である,
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